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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向等を踏まえ、平成 29 年５月９日に公表した平成 30 年３月期（平成 29 年４月

１日～平成 30 年３月 31 日）の連結業績予想を下記の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

●業績予想の修正について 

平成 30年３月期の連結業績予想数値の修正（平成 29 年４月 1日～平成 30 年３月 31 日） 

  売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主
に帰属する
当期純利益 

1 株 当 た り 
当 期 純 利 益 

  （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （ 円 ） 

前 回 発 表 予 想 (Ａ) 49,253 4,404 4,416 3,011 123.46 

今 回 修 正 予 想 (Ｂ) 54,320 5,168 5,142 3,536 145.00 

増 減 額 (Ｂ－Ａ) 5,067 764 726 525  

増 減 率 (％) 10.3 17.3 16.4 17.4  

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 
( 平 成 2 9 年 3 月 期 ) 46,255 3,693 3,407 2,197 89.68 

 

修正の理由 

当連結会計年度において、ソリューション営業で大規模なクライアント PC のリプレース案件の受注・

売上計上があったため、売上高は前回発表予想を 5,067 百万円（増減率 10.3％）上回る見込みとなりま

した。利益については、ソリューションデザイン事業を中心に単価の上昇が浸透し、ほぼすべての事業で

利益率が向上したため、営業利益は 764 百万円（増減率 17.3％）、経常利益は 726 百万円（同 16.4％）、

親会社株主に帰属する当期純利益は 525百万円（同 17.4％）、それぞれ前回発表予想を上回る見込みとな

りました。 

 

※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報および将来の業績に影響を与える不確実な要

因に係る本資料発表日現在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって大

きく異なる結果となる可能性があります。 

以上 


